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学生確保の見通し等を記載した書類 

（１）収容定員を変更する組織の概要 

①収容定員を変更する組織の概要（名称、入学定員（編入学定員）、収容定員、所在地） 

新設組織 入学定員 収容定員 所在地(教育研究を行うキャンパス) 

埼玉医科大学医学部医学科 130 780 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷 38 番地 

 
②収容定員を変更する組織の特色  
本学は、医学部と保健医療学部の 2学部からなる医療系総合大学である。建学の理念に掲

げるすぐれた実地臨床医家を養成するため、医学部では以下のディプロマポリシーを定めて

いる。 

① 生命に対して深い愛情と畏敬の念を持ち、病める人々の心と身体の痛みと価値観を理

解し、その立場に立って自己決定を支援するように努める。 

② 豊かな人間性を育成すべく、常に倫理観を磨き、教養を積むことに努力する。 

③ 卒業後の臨床研修を適切に受けるために必要な基本的知識・技能・態度を修得し、そ

れらを生涯にわたって継続的に学習し改善していく姿勢を身につける。 

④ 医療における課題を自ら解決する意欲と探求心を持ち、国際的視野に立って医学・医

療の進歩・発展に貢献する研究的思考と強靭な意志を持ち続ける。 

⑤ 自らの能力の限界を自覚し、謙虚に他者と協力し、それぞれの立場で患者中心の医療

を実践するために必要な統合力と連携力を身につける。 

⑥ 社会的視野を持ち、健康の保持・増進、疾病の予防から社会復帰、さらに社会福祉に

至る保健・医療全般に責任を有することを自覚し、地域の保健・医療に貢献する。 

このような考えに基づき優れた医師を育成するために、平成 12 年度より 6年一貫統合教

育を実践し、シミュレーショントレーニングセンターでの臨床技能教育やクリニカルクラ

ークシップなどを通じ、臨床医学教育に力を入れている。また研究的思考（リサーチマイン

ド）を養成するため、研究医養成プログラムや自由な研究活動に従事できる課外学習のプロ

グラムを整備している。 

 

関連する既設組織の令和 7年度(2025 年度)の状況については、以下の通りである。 

【関連する既設組織の状況】                          

学部・学科 入学定員 
3 年次 

編入学定員 収容定員 所在地 

埼

玉

医

科

大

学 

医学部医学科 130 - 780 
埼玉県入間郡毛呂山町 

大字毛呂本郷 38 番地 

保健医療学部 190(240) - 760 (980) 埼玉県日高市 

大字山根 1397 番地 1 
 看護学科 80  若干名(10) 320 (340) 

臨床検査学科 40( 70) - 160 (280) 

臨床工学科 30( 40

) 
- 120 (160) 

理学療法学科 40( 50) - 160 (200) 
埼玉県入間郡毛呂山町 

大字川角 981 番地  

合 計 320(370) -    1,540 (1,760)  

※( )内は令和 6年度定員(変更前)の人数  

（２）人材需要の社会的な動向等 

①収容定員を変更する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析  

全国的な高齢化社会の進行とともに、地域医療の担い手となる医療人の需要は増加してい

る。特に人口の多い埼玉県では、今後も医師の需要増加が見込まれている。この様な状況

下、埼玉県や関係機関の努力により本県の医師の数は増加傾向にあるものの、北部や秩父な

どの一部の医療圏では、人口あたりの医師数が県平均を下回っており、地域格差の解消が課
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題である。 

また、診療科別でも医師の増加数や増加率に差があり、一部の診療科ではさらなる医師の

確保が必要とされる。こうした背景を受けて、埼玉県では医師の確保・派遣と支援を強化す

るための対策が進められており、臨床研修医の増加対策や医療従事者向け教育・研修施設で

ある地域医療教育センターの活用なども行われている。 

埼玉県のような人口密集地域では、医療従事者の数が不足すると地域医療に支障をきたす

可能性もあり、地域医療の担い手を増やすために医学部の収容定員を増加させることは、県

内の医療体制強化と医師不足の解消に寄与する地域社会のニーズがあると考えている。 

②中長期的な 18歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析  

  全国的に少子化に伴う 18 歳人口の減少傾向は進行しており、以下の表で示した首都圏

１都 3県の 10 年間の 18歳人口の推移でも減少傾向は明らかである。大学への進学者数も

比例して減少する可能性が考えられるが、首都圏は地方に比べその減少傾向は緩やかと考

えられる。 

本学は首都圏に位置しており、本学医学部に在籍する学生の出身地の約 6割が首都圏で

あることから、入学定員を充足できる環境は整っているものと考えている。 

【18 歳人口 10年間の推移】                       単位（人） 

西暦(年) 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

東京都 101,861 103,209 105,367 104,234 106,867 104,990 105,038 103,645 103,668 99,904 

埼玉県 70,352 69,561 69,723 68,622 69,631 68,713 67,925 66,150 65,815 64,016 

千葉県 58,558 58,155 58,930 58,576 58,566 58,386 57,672 56,349 56,326 54,402 

神奈川県 82,688 86,598 85,760 84,647 86,770 84,061 82,551 80,993 80,345 77,475 

 出典：住民基本台帳による東京都の世帯と人口、埼玉県人口統計、千葉県統計情報、神奈川県人口統計 

 

③収容定員を変更する組織の主な学生募集地域  

   本学医学部は、東京都、埼玉県からの進学者*1 が約半数を占めており、この傾向は今

後も続いて行くと考えている。 

特に埼玉県は本学の所在県でもあること、県内における医師の地域間格差、診療科偏

在の課題を克服する必要があることから、埼玉県内の高校と連携を図り学生募集活動を

進めていく。*1資料 1【2024 年度 都道府県別在学生】参照 

【添付データ】  

・新設組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙１） 

④既設組織の定員充足の状況  

医学部における直近 5年間の志願者、入学定員及び入学者状況は以下の通り。 

選抜年度 入学定員 総志願者数 入学者数 入学定員充足率 

2020 年度 130 名 5,179 名 130 名 1.00 

2021 年度 130 名 4,389 名 130 名 1.00 

2022 年度 130 名 4,610 名 130 名 1.00 

2023 年度 130 名 3,773 名 130 名 1.00 

2024 年度 130 名 3,846 名 130 名 1.00 

医学部医学科における直近 5年間の定員充足率は地域枠・研究医枠含め 100％であ

るため、2025 年度選抜についても十分充足すると考えられる。 

保健医療学部は 4学科のうち看護学科のみ入学定員を充足している。しかしなが

ら、臨床検査学科は令和 2年度以降、臨床工学科は令和 3年度以降、理学療法学科は
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令和 3年度と令和 5年度および令和 6年度において、入学者数が募集定員を満たせて

いない。 

  保健医療学部入学定員充足率 

（単位：倍） 

学  科 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

看護学科 1.07 1.02 1.10 1.11 1.08 

臨床検査学科 0.87 0.79 0.60 0.66 0.51 

臨床工学科 1.20 0.73 0.70 0.60 0.45 

理学療法学科 1.00 0.84 1.00 0.54 0.72 

   このため保健医療学部では、令和 7年度からの入学定員減が最適と判断し、収容定員

変更に係る学則変更届出書を提出した(令和 6年 8 月 26 日付)。 

                               （単位：人） 

学 科 入学定員 3 年次編入学定員 収容定員 

看護学科 80 
10 

（若干名） 

340 

（320） 

臨床検査学科 
70 

(40) 
設定なし    

280 

（160） 

臨床工学科 
40 

（30） 
設定なし 

160 

（120） 

理学療法学科 
50 

（40） 
設定なし 

200 

（160） 

        ※カッコ内は定員減後の人数。 

   看護学科の 3年次編入学定員は入学志願者がゼロの年度があり、志願者があったとし

ても 1名乃至 2名のため、若干名とした。臨床検査学科と臨床工学科、理学療法学科の

新たな入学定員数は、それぞれ直近 5年間の入学定員充足率の平均値(臨床検査学科

0.68 倍、臨床工学科 0.73 倍、理学療法学科 0.82 倍)を根拠として設定した。 

【添付データ】  

・既設学科等の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間）（別紙２） 

 

（３）学生確保の見通し 

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果  

ア 既設組織における取組とその目標 

本医学部は、本学の建学の理念、アドミッションポリシーを理解し、入学後のミス

マッチが生じないよう募集活動を行っている。 

配付物として、建学の理念等を記載した大学パンフレットや学生募集要項、入試選

抜概要、地域枠制度を要約したリーフレットを備えている。また、北部医療圏、秩父

医療圏の医師不足解消を目的に文部科学省より選定された「埼玉・群馬の健康と医療

を支える未来医療人の育成」事業のリーフレット*2 も配付物として利用している。 

上記配付物を、オープンキャンパスや全国で実施される進学相談会、高校訪問や高

校教員向け説明会などで配付している。 

いずれの募集活動の参加者からも志願者がおり、結果として過去は埼玉県地域枠・

研究医枠を含めた入学定員を確保していることから、2025 年度選抜においても、入学

定員を確保できると考えている。 

*2 資料 2【埼玉・群馬の健康と医療を支える未来医療人の育成】参照 

【添付データ】  

・既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績（別紙３）  

イ 収容定員を変更する組織における取組とその目標  
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  本学の建学の理念･埼玉県地域枠･研究医枠の制度趣旨を理解し、入学後のミスマッ

チが生じないことを目標に、オープンキャンパスや進学相談会等の募集活動を行う。 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数  

【オープンキャンパス】 

コロナ禍だったため、受験希望者を対象とした申込制の WEB オープンキャンパスを

配信した。過去 2年とも参加者のうち約半数が受験し、うち入学率は約 6～10％程

度。入学者のうち、埼玉県地域枠の入学者は 2022 年度入試で 11名、2023 年度入試で

2名、コロナ禍の明けた今年度は相当数の地域枠の確保が見込まれる。 

【進学相談会・入試説明会】 

過去 2年とも参加者のうち半数以上が受験し、うち約 6％が入学している。入学者

のうち埼玉県地域枠の入学者は 2022 年度入試で 3名、2023 年度入試で 5名であっ

た。2025 年度入試でも同数以上の確保が見込まれる。 

【高校訪問・高校教員向け説明会】 

   過去 2年とも訪問校と説明会参加高校の出身者が多数受験し、うち約 5～7％が入学

している。入学者のうち埼玉県地域枠の入学者は 2022 年度入試で 5名、2023 年度入

試で 10 名であった。2025 年度入試でも同数以上の確保が見込まれる。 

②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況）  

ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析、優位性  

【競合校について】 

  獨協医科大学  

設定観点 選定理由 

学 校 種 私立の医科大学 

定員規模 医学部 120 名 看護学部 95 名で本学の定員、学部学科構成に類似点 

学問分野 医学部、看護学部看護学科の医療系大学であり、学問分野の類似性 

所 在 地 ともに東京都の北に位置する関東の私立医科大学である共通点 

学 力 層 私立の医科大学として、受験生の併願者が多い 

  

【競合校との比較分析】 

   6 年間学費は、本学の方が 200 万円ほど高いが、埼玉県地域枠については埼玉県地

域枠奨学金の他、特待生待遇として 550 万円を支給（免除）し、経済的負担の軽減を

図り、受験しやすい環境を整えている。 

イ 競合校の入学志願動向等  

競合校の入学志願状況については、下表のとおりとなっている。過去 3年間の志願者

数の状況と（３）②アの分析結果を考察しても定員増加については、問題なく充足でき

るものと考える。 

選抜年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

2021 年度 120 3,525 3,261 243 120 1.00 

2022 年度 120 3,730 3,336 234 121 1.01 

2023 年度 120 2,901 2,659 216 122 1.02 

ウ 収容定員を変更する組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ）  

  記載なし（競合校定員充足のため） 

エ 学生納付金等の金額設定の理由  

他大学に比べ、本学の学生納付金はやや高めの設定であるため、特待生制度を活用し

550 万円を免除*3 することで、受験生の経済的負担の軽減となると考えている。 

*3 資料 3【2025 年度（令和 7年度）入学者選抜奨学金案内】参照 

③先行事例分析  

該当なし 
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④学生確保に関するアンケート調査  

【地域枠入学選抜状況】                         単位：人 

選抜年度 募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

2021 年度 19 43 43 20 19 

2022 年度 19 34 33 19 19 

2023 年度 19 42 42 19 19 

過去 3年間の志願者も定員の 2倍程度は確保し、入学定員を充足しているので 2025 

年度選抜も十分に充足するものと考える。 

【研究医養成プログラム】                  単位：人 

選抜年度 募集定員 申請者数 受験者数 合格者数 

2021 年度 3 1 1 1 

2022 年度 3 2 2 2 

2023 年度 3 3 3 3 

研究医養成プログラムは 2年次に募集し 3年次より実施している。過去 3年間で在学

生の中から申請者がおり、選考の結果、研究医養成プログラム履修者（合格者）がい

ることから 2024 年度も充足するものと考える。 
 

 

⑤人材需要に関するアンケート調査等  

埼玉県の将来人口の推計によると、2020 年をピークに埼玉県人口の減少*4 に転じる

としているが、依然県人口は全国トップクラスであり潜在的に医療需要が高いといえ

る。2012 年から 2021 年の過去 10年間での医師増加数は 2,536 人（全国 5位）、増加率

23.7％（全国 1位）であるものの、県北部（増加人数 31 人、増加率 4.6％）、秩父（増

加人数▲10 人、増加率▲6.9％）とその増加人数・増加率には地域間格差*5 があり、引

き続き医師の需要が見込まれる。 

*4 資料 4【埼玉県の将来人口の推計】より 

*5 資料 5【埼玉県の医師の状況｜埼玉県の取組 _ KOBATON.med】より 
 

（４）新設組織の定員設定の理由 

1. 医師不足の解消 

埼玉県は、首都圏の一部であるが医師不足が問題となっている。特に地域医療や救

急医療の分野では、医師の確保が難しい状況である。医師の絶対数を増やすために

は、医学部の収容定員を増やすことが必要とされており、収容定員を拡大すること

で、将来的に医師の供給が増え、医師不足の解消が期待できる。 

2. 地域医療への貢献 

埼玉県は、人口に対する医師の比率が他県と比べて低い地域が存在している。医学

部の定員増は、質の高い医師を養成する国民の期待に応える施策であり、医療の質向

上に寄与するとともに地域医療への貢献度を更に高めることができ、中長期的な地域

医療の充実を図ることができる。 

3. 高齢化社会への対応 

埼玉県も全国的な高齢化の波に直面しており、高齢者人口の増加に伴い医療ニーズ

が拡大している。この状況に対応していくために、県内唯一の医学部を持つ本学の役

割は大きく、地域医療を担うより多くの医師の育成は急務であり、医学部医学科の収

容定員を増加させることは有効な手段である。 

4. 研究的思考を備えた医師の育成 

医学、医療技術の進歩により、基礎医学、基礎医療の研究の重要性も今まで以上に

高まっており、研究的思考(リサーチマインド)を備えた医師の育成が重要になってく

る。このような医師を一人でも多く養成するには、収容定員の増加が必要と考える。 
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上記の課題克服には、多くの学生に教育機会を提供することにより、高度な医療知

識と技術を持ったより多くの医師を育成することが必要と考える。そのため、本学に

おける医学部定員増は、県内の医療体制の強化や地域医療の充実、そして医師不足の

解消に貢献するための適切な設定として考える。 
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地域に貢献するマインドの育成
たけうち つとむ

埼玉医科大学学長竹・内 勤
埼玉 県は、75歳以上人口の増加率

が全国 一と急速に高齢化が進展してい
ます。県内には、人口集中 地区、中山...
間地区などがあり、それぞれ医療環境は大きく異なり、
特に群馬県との県境 地域では医療人材の不足が指摘さ
れています。群馬大学や 地域医療機関と連携し、埼玉・
群馬に愛着を持ち末長く 地域医療を支える実 地臨床医
療人の育成を目指します。

県境地域に焦点を当てた教育の実践
いしざき やすキ

群馬大学学長石崎 泰樹
群馬県では、人口減少や急速な高齢

化が進む中、医師の確保は重要な課題'
｀ 

となっております。本事業では、 埼玉�-12�_
医科大学と連携し、地域で必要な知識・技能・態度・価値
観を共有する医学生の育成に取り組んでまいります。

地域医療体制充実の礎
おおの もとひろ

埼玉県知事大野 元裕
埼玉県では、急速な高齢化に伴い、

医療需要の更なる増加が見込まれてい
ることから、今回の 埼玉・群馬の健康
と医療を支える未来医療人の育成事業に大きな期待を
寄せています。 地域住民の暮らしの課題を的確に発見·
解決できる力を身につけた優秀な医療人材が各大学か
ら多数蛮出され、将来様々な形で県民の健康を守り支
えてくれることを期待しています。

地域に求められる医師を目指して
やまもと いちた

群馬県知事山本 一太
群馬県では、医師確保を県政の重要

課題の1つと位置づけ、知事が率先し
て若手医師の確保に取り組む「ドク
ターズカムホームプロジェクト」を展開しています。
本事業を通じて、 地域医療に貢献する志を持った医師
が多数育成され、両県の医療提供体制の充実が図られ
ることを期待しています。

埼玉・群馬の健康と

医療を支える連携医療機関

― 止•

最新情報は未来医療人HPをご覧ください
https:/ /sgmirai.ip/ 

くお問い合わせ先＞

埼玉医科大学

回嘴ぷ回

騎
TEL. 049-276-1109 (学務課）
sgmi rai-smu@saitama-med.ac.j p 

群馬大学
TEL. 027-220-7111 (代表）
post-corona-g@ml.gunma-u.ac.jp 

2023.1 o I 無断転載禁止 I

埼玉 ・ 群馬の健康こ
医療を支える

未来医療人の育成

日 x 厄l
埼玉医科大学

群馬大学

令和4年度文部科学省ポストコロナ時代の
医療人材養成拠点形成事業選定
（令和4年度~10年度、7年間）

資料2
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2025 年度（令和7年度）入学者選抜
埼玉県地域枠医学生奨学金

１．奨学金の目的と概要
埼玉県と埼玉医科大学が連携して、埼玉県の地域医療を担う医師を養成するために設ける
貸与型奨学金制度です。卒業後、貸与期間の1.5倍の期間（9年間）、埼玉県ならびに本学が
指定する医療機関又は特定診療科に医師として勤務することにより、貸与した奨学金の
返還が免除されます。

２．募集人員
19名申請予定 *［学校推薦型選抜（埼玉県地域枠）］
＊2025年度（令和7年度）地域枠定員については、文部科学省への認可申請が必要であり19名を予定
しておりますが、変更となる場合もあります。詳細が決定次第受験生サイトでお知らせいたします。

３．出願資格
高等学校又は中等教育学校の在校生および卒業生で、次の条件を満たし、かつ学校長から
推薦された者（出身地・出身校は問いません。）
① 2024年（令和6年）3月卒業、又は2025年（令和7年）3月卒業見込みの者
②全体の学習成績の状況が4.0以上で、数学･理科･外国語の学習成績の状況がそれぞれ4.0以上の者
（指定校出身者は、全体の学習成績の状況が3.8以上で数学･理科･外国語の学習成績の状況が
それぞれ3.8以上の者。指定校であるかは、学校長又は進路担当教員に確認してください。）

③合格した場合に入学を確約できる者

４．奨学金貸与額・貸与期間
①奨学金貸与額：月20万円（総額1,440万円）
②貸  与  期  間 ：入学後6年間

５．返還免除条件
埼玉県ならびに本学が指定する医療機関又は特定診療科に貸与期間の1.5倍の期間（9年間）勤務
①指定する医療機関：埼玉県ホームページをご確認ください。
②特  定  診  療  科  ：埼玉県内の病院の産科、小児科、救命救急センター

６．申請方法
2025年度（令和7年度）医学部学校推薦型選抜（埼玉県地域枠）に出願し、誓約書を
出願書類とともに、学生募集要項指定の郵送先に出願期間内に必着するように郵送してください。

７．審査方法
適性検査、調査書、面接等を多面的・総合的に判断して決定します。

８．貸与決定
学校推薦型選抜（埼玉県地域枠）の合格通知とともに、奨学金の必要書類をお送りします。

９．注意事項
埼玉医科大学医学部特別奨学金との重複受給はできません。

資料3
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●学納金等（通常）
項 目 入学時 2年次以降 合計

入学金 200 － 200
授業料 275 275 1,650
実験実習費 100 100 600
施設設備費 150 150 900

医学教育充実特別学納金 100 － 100

教育充実費 － 50 250
合 計 825 575 3,700

●学納金等（埼玉県地域枠医学生奨学金受給者）
項 目 入学時 2年次以降 合計

入学金 免除 － 0

授業料 275 275 1,650

実験実習費 免除 100 500

施設設備費 免除 150 750

医学教育充実特別学納金 免除 － 0

教育充実費 － 50 250

奨学金貸与額 △240 △240 △1,440

合 計（実質負担額） 35 335 1,710

さらに、各学年の最終成績が上位10名に入る成績優秀者は、
第3種特待生として次年度学納金のうち100万円が免除され、
最大500万円の免除を受けることができます。

詳細は学生募集要項をご確認ください。

〒350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38
大学事務部医学部事務室入試課 ℡049-295-1000

（単位：万円）

（単位：万円）

2024.5.28 初版

＊諸経費は除きます

＊諸経費は除きます

埼玉県地域枠奨学金の
貸与決定と同時に
第1種特別奨学生として
認定され、入学時の550万円が
免除されます。
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埼玉県の将来人口の推計 

今後の政策形成の基礎資料とするため、令和２年に実施された国勢調査の人口速報集計

の結果等を参考に、令和２２年（２０４０年）までの将来人口の推計を行いました。 

 推計に当たっては、代表的な手法であるコーホート要因法（※）により、必要となる基

準人口、生残率、移動率、子ども女性比、０－４歳性比を下表のとおり想定した上で行い

ました。 

《推計に当たっての想定》 

基準人口 

 「令和２年国勢調査（人口速報集計）」（総務省：令和３年６月

２５日公表）及び埼玉県町（丁）字別人口調査（令和３年１月１

日現在）を参考に設定。 

※「令和２年国勢調査（人口速報集計）」は、市町村毎に男女別の総

人口のみ公表であるため、埼玉県町（丁）字別人口調査（令和３年１

月１日現在）に基づき、年齢（５歳階級）別に按分 

将来の生残率 

将来の移動率 

将来の子ども女性比 

将来の０－４歳性比 

 「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」（国立社

会保障・人口問題研究所：平成３０（２０１８）年推計）の値を

使用。 

※ コーホート要因法

基準年の人口をベースとして、「自然増減」（出生と死亡）及び「社会移動」（転

出入）の人口変動要因について、年齢階級（コーホート）ごとに生残率、移動率、 

子ども女性比、０－４歳性比を仮定し、将来人口を求める方法。 

資料4
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県全体の人口 

本県の人口は７３４万６，８３６人（令和２年国勢調査（人口速報集計））となり、緩や

かな増加が続いている。しかし、間もなく減少に転じ、令和１２年には約７１８万人とな

り、令和２２年には約６８５万人と、７００万人を割るまでに減少する見通し。 

総 人 口 の 推 移 
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推計実績実績

※ 平成２７年までは「国勢調査」（総務省）、令和２年以降は埼玉県推計
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年齢３区分別人口 

 年少人口（０～１４歳）

平成１２年から平成２７年までの１５年間で１１万人（約１１％）減少。今後も緩や

かに減少を続け、２５年後の令和２２年までに１６万人（約１８％）減少する見込み。 

 生産年齢人口（１５～６４歳）

平成１２年の５０１万人をピークに減少が続く。令和１２年には４３３万人まで減少

し、令和２２年にはピーク時の約７６％に当たる３８０万人まで減少する見込み。 

 老年人口（６５歳以上）

平成２７年には平成１２年の約２倍となる１７９万人まで増加。令和７年には２００

万人を突破し、令和２２年には２３０万人に達する見込み。 

年齢３区分別人口の推移 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 平成２７年までは「国勢調査」（総務省）、令和２年以降は埼玉県推計

（国勢調査の人口総数には、年齢「不詳」を含むため、年齢３区分別人口の合計とは一致しない。

なお、端数処理の関係で年齢３区分別の合計と人口総数が一致しない場合もある。）

102 99 95 91 88 83 79 77 75 

501 489 475 451 451 445 433 410 380 

89 116 146 179 195 200 206 216 
230 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H12
(2000)

H17
(2005)

H22
(2010)

H27
(2015)

R2
(2020)

R7
(2025)

R12
(2030)

R17
(2035)

R22
(2040)

万人 65歳以上 15-64歳 0-14歳実績 推計

総人口 

65 歳～ 

15～64 歳 

0 ～14 歳 

694 705 719 727 735 729 718 703 685 

-学生確保-16



 

年齢３区分別人口構成比

 年少人口（０～１４歳）

平成１２年に約１５％であった年少人口の割合は、平成１７年までに老年人口の割合

と逆転し、年々構成比の差が広がっている。令和２２年には総人口の約１１％まで低下

する見通し。 

 生産年齢人口（１５～６４歳）

生産年齢人口の割合は、平成７年の約７４％を境に低下をはじめ、平成２７年には約

６３％とピーク時から１０ポイント以上低下。令和１７年には６０％を下回り、減少が

続く見通し。 

 老年人口（６５歳以上）

平成１２年には約１３％であった老年人口の割合は、平成２７年には約２５％と、約

４人に１人の割合まで急激に上昇。そして令和１７年には３０％を超え、令和２２年に

は約３人に１人の割合となる見通し。 

年齢３区分別人口構成比の推移 

 
※ 平成２７までは「国勢調査」（総務省）、令和２年以降は埼玉県推計

構成比は、人口総数から年齢「不詳」を除いて算出
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年齢５歳階級別人口 

令和２年の推計では、団塊世代を含む７０～７４歳（約５３万人）は、団塊ジュニア

世代を含む４５～４９歳（約６２万人）に次ぐボリュームゾーンを形成。全ての団塊世

代が７５歳以上となる令和７年には、７５歳以上の人口が１１９万人と急増する見込み

です。 

年齢５歳階級別人口の推移 

※ 埼玉県推計
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28 
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0～4歳
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10～14歳
15～19歳
20～24歳
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30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
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80～84歳
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（万人）

令

和

２

年

令

和

7

年

令

和

12

年

団塊世代

団塊世代

団塊世代

団塊ジュニア

団塊ジュニア

団塊ジュニア

男

男

男 女

女

女
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ホーム サイトマップ

サイト内検索  検索 

埼玉県の医師の状況

医師数の状況
最新の医師数の調査（令和４年医師・⻭科医師・薬剤師統計）の結果によると、本県の医
師総数は１３，２２４⼈で全国７位となっております。⼈⼝が急増してきた本県は、⼈⼝
１０万⼈当たりの医師数は１８０．２⼈で全国最下位となっていますが、平成２４年の同
調査からの１０年間の医師の増加数は２，５３６⼈、増加率は２３．７％で全国でも上位
となっています。

※「平成24年医師・⻭科医師・薬剤師調査」（厚⽣労働省）、
「令和４年医師・⻭科医師・薬剤師統計」（厚⽣労働省）を基に埼⽟県作成

医師・⻭科医師・薬剤師統計（厚⽣労働省）

◯二次医療圏別医師数
利根、北部、秩⽗医療圏などにおいて、⼈⼝１０万⼈当たりの医師数及び１０年間の医師
の増加率が県平均を下回っています。

※「平成24年医師・⻭科医師・薬剤師調査」（厚⽣労働省）、
「令和４年医師・⻭科医師・薬剤師統計」（厚⽣労働省）を基に埼⽟県作成

◯診療科別医師数
着実に医師数は増加していますが、診療科によっては増加数、増加率に課題があります。

求職医師の方
求職情報の登録

求人情報の検索

医療機関の方
求人情報の登録

求職情報の検索

看護職員の採用状況等に関する調査

女性医師の方
埼玉県女性医師支援センター

地域医療教育センター
地域医療教育センターについて

利用申請・利用の流れについて

施設利用状況の確認

Kobaton.med(コバトンドットメド)は
埼⽟県総合医局機構の愛称です。

ホーム ＞ 埼⽟県の取組 ＞ 埼⽟県の医師の状況

埼玉県の取組 中高生の方へ 医学生の方へ 研修医の方へ 医師の方へ 医療機関の方へ 県内医療機関情報

資料5
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※「平成24年医師・⻭科医師・薬剤師調査」（厚⽣労働省）、
「令和４年医師・⻭科医師・薬剤師統計」（厚⽣労働省）を基に埼⽟県作成

臨床研修医数の状況
令和６年度から県内で臨床研修を開始予定の医師は406⼈であり、過去最⾼を記録しまし
た。
さらに、現在の臨床研修制度が始まった平成15年からの増加数は241⼈で全国第１位、伸
び率も2.46倍で全国第１位となっています。

（平成15年を「1」とした場合の伸び率の推移）

※令和５年10⽉厚⽣労働省発表資料を基に埼⽟県作成（データ）
※上記は医師臨床研修マッチングにおける⼈数です。
医師臨床研修マッチング制度の内容については
医師臨床研修マッチング協議会のホームページをご覧ください。

上記の状況を踏まえ、埼⽟県総合医局機構では「医師の確保・派遣」と「医師の⽀援」の
⼆本柱で医師確保対策に取り組んでいます。

埼⽟県の医師確保対策事業についてはこちらをご覧ください。

埼⽟県総合医局機構
〜Kobaton.med（コバトンドットメド）〜

〒330-8777
さいたま市中央区新都⼼1-2
埼⽟県⽴⼩児医療センター8階
地域医療教育センター内
埼⽟県 保健医療部
医療⼈材課 医師確保対策担当

Tel︓048-601-4600
Fax︓048-601-4604
E-mail: a3560-03@pref.saitama.lg.jp

 （埼⽟県総合医局機構）
 a3560-02@pref.saitama.lg.jp
 （地域医療教育センター）

求職情報登録
求⼈情報検索
⾼校⽣の⽅へ
医学⽣の⽅へ
研修医の⽅へ
医師の⽅へ
医療機関の⽅へ

埼⽟県の取組
埼⽟県総合医局機構とは
埼⽟県の医師の状況
埼⽟県の医師確保対策事業
医療機関等
埼⽟県医療機能情報提供システム
埼⽟県医師会

利⽤規約
サイトポリシー
ウェブアクセシビリティ⽅針

【運営】埼⽟県保健医療部医療⼈材課
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 埼玉県 10,317人 36.7%

2 東京都 5,393人 19.2%

3 千葉県 1,709人 6.1%

4 茨城県 1,315人 4.7%

5 群馬県 1,266人 4.5%

全　　体 28,130人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 埼玉県 98.83% 98.90% 98.03%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 医学部（大学） 100.20% 100.51% 100.43%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：埼玉医科大学医学部医学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

30人 33人 40人 40人 40人 37人 
延べ人数 志願者数 82人 98人 111人 88人 105人 97人 

受験者数 81人 98人 111人 86人 105人 96人 
合格者数 30人 33人 43人 39人 39人 37人 
うち追加合格者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
29人 33人 42人 39人 39人 36人 

100人 97人 90人 90人 90人 93人 
延べ人数 志願者数 4917人 5080人 4278人 4516人 3666人 4491人 

受験者数 4497人 4626人 3658人 3817人 3287人 3977人 
合格者数 207人 215人 189人 187人 173人 194人 
うち追加合格者数 88人 89人 80人 80人 58人 79人 
辞退者数 196人 186人 159人 138人 112人 158人 

実 人 数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
100人 96人 88人 91人 90人 93人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
延べ人数 志願者数 1人 1人 0人 0人 2人 1人 

受験者数 1人 1人 0人 0人 2人 1人 
合格者数 1人 1人 0人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
1人 1人 0人 0人 1人 1人 

130人 130人 130人 130人 130人 130人 
延べ人数 志願者数 5000人 5179人 4389人 4604人 3773人 4589人 

受験者数 4579人 4725人 3769人 3903人 3394人 4074人 
合格者数 238人 249人 232人 226人 213人 232人 
うち追加合格者数 88人 89人 81人 80人 58人 79人 
辞退者数 197人 186人 160人 138人 112人 159人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

130人 130人 130人 130人 130人 130人 

３．入学定員充足率
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

130人 130人 130人 130人 130人 130

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

0.55 0.52 0.56 0.58 0.61 0.56

入学者数

入学者数
募集人数

入学者数
募集人数

入学者数

入 学 定 員 充 足 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

総
合
型
選
抜

そ
の
他
の
特
別
選
抜

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数

入学者数
募集人数

募集人数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－２

大学学部学科等名：埼玉医科大学保健医療学部看護学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

40人 40人 40人 40人 40人 40人 
延べ人数 志願者数 56人 76人 62人 55人 62人 62人 

受験者数 56人 76人 62人 55人 62人 62人 
合格者数 41人 42人 44人 43人 40人 42人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 56人 76人 62人 55人 62人 62人 
受験者数 56人 76人 62人 55人 62人 62人 
合格者数 41人 42人 44人 43人 40人 42人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

41人 42人 43人 43人 40人 42人 
40人 40人 40人 40人 40人 40人 

延べ人数 志願者数 166人 189人 188人 132人 154人 166人 
受験者数 155人 173人 178人 119人 144人 154人 
合格者数 66人 63人 64人 67人 74人 67人 
うち追加合格者数 2人 5人 8人 15人 11人 8人 
辞退者数 19人 24人 33人 37人 36人 30人 

実 人 数 志願者数 166人 189人 188人 132人 154人 166人 
受験者数 155人 173人 178人 119人 144人 154人 
合格者数 66人 63人 64人 67人 74人 67人 
うち追加合格者数 2人 5人 8人 15人 11人 8人 
辞退者数 19人 24人 33人 37人 36人 30人 

49人 44人 39人 45人 49人 45人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

80人 80人 80人 80人 80人 80人 
延べ人数 志願者数 222人 265人 250人 187人 216人 228人 

受験者数 211人 249人 240人 174人 206人 216人 
合格者数 107人 105人 108人 110人 114人 109人 
うち追加合格者数 2人 5人 8人 15人 11人 8人 
辞退者数 19人 24人 33人 37人 36人 30人 

実 人 数 志願者数 222人 265人 250人 187人 216人 228人 
受験者数 211人 249人 240人 174人 206人 216人 
合格者数 107人 105人 108人 110人 114人 109人 
うち追加合格者数 2人 5人 8人 15人 11人 8人 
辞退者数 19人 24人 33人 37人 36人 30人 

90人 86人 82人 88人 89人 87人 

３．入学定員充足率
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80人 

1.13 1.08 1.03 1.10 1.11 1.09

0.84 0.82 0.76 0.80 0.78 0.80

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－３

大学学部学科等名：埼玉医科大学保健医療学部臨床検査学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 9人 7人 6人 2人 6人 6人 

受験者数 9人 7人 5人 2人 6人 6人 
合格者数 4人 4人 2人 2人 3人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 0人 1人 2人 1人 

実 人 数 志願者数 9人 7人 6人 2人 6人 6人 
受験者数 9人 7人 5人 2人 6人 6人 
合格者数 4人 4人 2人 2人 3人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 0人 1人 2人 1人 

3人 3人 2人 1人 1人 2人 
22人 22人 22人 22人 22人 22人 

延べ人数 志願者数 29人 25人 29人 16人 27人 25人 
受験者数 29人 25人 29人 16人 27人 25人 
合格者数 24人 24人 27人 16人 24人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 29人 25人 29人 16人 27人 25人 
受験者数 29人 25人 29人 16人 27人 25人 
合格者数 24人 24人 27人 16人 24人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

24人 24人 27人 16人 24人 23人 
45人 45人 45人 45人 45人 45人 

延べ人数 志願者数 149人 106人 86人 76人 60人 95人 
受験者数 144人 103人 81人 74人 56人 92人 
合格者数 65人 63人 58人 61人 45人 58人 
うち追加合格者数 5人 8人 4人 3人 0人 4人 
辞退者数 30人 38人 36人 39人 24人 33人 

実 人 数 志願者数 149人 106人 86人 76人 60人 95人 
受験者数 144人 103人 81人 74人 56人 92人 
合格者数 65人 63人 58人 61人 45人 58人 
うち追加合格者数 5人 8人 4人 3人 0人 4人 
辞退者数 30人 38人 36人 39人 24人 33人 

40人 33人 26人 25人 21人 29人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

70人 70人 70人 70人 70人 70人 
延べ人数 志願者数 187人 138人 121人 94人 93人 127人 

受験者数 182人 135人 115人 92人 89人 123人 
合格者数 93人 91人 87人 79人 72人 84人 
うち追加合格者数 5人 8人 4人 3人 0人 4人 
辞退者数 31人 39人 36人 40人 26人 34人 

実 人 数 志願者数 187人 138人 121人 94人 93人 127人 
受験者数 182人 135人 115人 92人 89人 123人 
合格者数 93人 91人 87人 79人 72人 84人 
うち追加合格者数 5人 8人 4人 3人 0人 4人 
辞退者数 31人 39人 36人 40人 26人 34人 

67人 60人 55人 42人 46人 54人 

３．入学定員充足率
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

70人 70人 70人 70人 70人 70人 

0.96 0.86 0.79 0.60 0.66 0.77

0.72 0.66 0.63 0.53 0.64 0.64

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

-学生確保-24



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－４

大学学部学科等名：埼玉医科大学保健医療学部臨床工学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

3人 3人 3人 3人 3人 3人 
延べ人数 志願者数 7人 15人 4人 1人 4人 6人 

受験者数 7人 15人 4人 1人 4人 6人 
合格者数 4人 6人 1人 1人 3人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 1人 0人 

実 人 数 志願者数 7人 15人 4人 1人 4人 6人 
受験者数 7人 15人 4人 1人 4人 6人 
合格者数 4人 6人 1人 1人 3人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 1人 0人 

4人 6人 1人 1人 2人 3人 
14人 14人 14人 14人 14人 14人 

延べ人数 志願者数 17人 36人 12人 19人 13人 19人 
受験者数 17人 36人 12人 19人 13人 19人 
合格者数 17人 22人 12人 18人 13人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 17人 36人 12人 19人 13人 19人 
受験者数 17人 36人 12人 19人 13人 19人 
合格者数 17人 22人 12人 18人 13人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

17人 22人 12人 18人 13人 16人 
23人 23人 23人 23人 23人 23人 

延べ人数 志願者数 55人 46人 48人 26人 18人 39人 
受験者数 50人 41人 45人 26人 17人 36人 
合格者数 24人 21人 28人 19人 11人 21人 
うち追加合格者数 4人 0人 2人 1人 6人 3人 
辞退者数 12人 1人 14人 11人 8人 9人 

実 人 数 志願者数 55人 46人 48人 26人 18人 39人 
受験者数 50人 41人 45人 26人 17人 36人 
合格者数 24人 21人 28人 19人 11人 21人 
うち追加合格者数 4人 0人 2人 1人 6人 3人 
辞退者数 12人 1人 14人 11人 8人 9人 

16人 20人 16人 9人 9人 14人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

40人 40人 40人 40人 40人 40人 
延べ人数 志願者数 79人 97人 64人 46人 35人 64人 

受験者数 74人 92人 61人 46人 34人 61人 
合格者数 45人 49人 41人 38人 27人 40人 
うち追加合格者数 4人 0人 2人 1人 6人 3人 
辞退者数 12人 1人 14人 11人 9人 9人 

実 人 数 志願者数 79人 97人 64人 46人 35人 64人 
受験者数 74人 92人 61人 46人 34人 61人 
合格者数 45人 49人 41人 38人 27人 40人 
うち追加合格者数 4人 0人 2人 1人 6人 3人 
辞退者数 12人 1人 14人 11人 9人 9人 

37人 48人 29人 28人 24人 33人 

３．入学定員充足率
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

40人 40人 40人 40人 40人 40人 

0.93 1.20 0.73 0.70 0.60 0.83

0.82 0.98 0.71 0.74 0.89 0.83

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－５

大学学部学科等名：埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

22人 22人 22人 22人 22人 22人 
延べ人数 志願者数 35人 44人 29人 29人 25人 32人 

受験者数 35人 44人 29人 29人 25人 32人 
合格者数 31人 30人 25人 28人 25人 28人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 35人 44人 29人 29人 25人 32人 
受験者数 35人 44人 29人 29人 25人 32人 
合格者数 31人 30人 25人 28人 25人 28人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

31人 30人 25人 28人 25人 28人 
28人 28人 28人 28人 28人 28人 

延べ人数 志願者数 72人 90人 61人 49人 37人 62人 
受験者数 68人 87人 56人 45人 35人 58人 
合格者数 26人 27人 33人 32人 27人 29人 
うち追加合格者数 5人 4人 4人 3人 2人 4人 
辞退者数 14人 11人 20人 13人 12人 14人 

実 人 数 志願者数 72人 90人 61人 49人 37人 62人 
受験者数 68人 87人 56人 45人 35人 58人 
合格者数 26人 27人 33人 32人 27人 29人 
うち追加合格者数 5人 4人 4人 3人 2人 4人 
辞退者数 14人 11人 20人 13人 12人 14人 

17人 20人 17人 22人 17人 19人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

50人 50人 50人 50人 50人 50人 
延べ人数 志願者数 107人 134人 90人 78人 62人 94人 

受験者数 103人 131人 85人 74人 60人 91人 
合格者数 57人 57人 58人 60人 52人 57人 
うち追加合格者数 5人 4人 4人 3人 2人 4人 
辞退者数 14人 11人 20人 13人 12人 14人 

実 人 数 志願者数 107人 134人 90人 78人 62人 94人 
受験者数 103人 131人 85人 74人 60人 91人 
合格者数 57人 57人 58人 60人 52人 57人 
うち追加合格者数 5人 4人 4人 3人 2人 4人 
辞退者数 14人 11人 20人 13人 12人 14人 

48人 50人 42人 50人 42人 46人 

３．入学定員充足率
H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

50人 50人 50人 50人 50人 50人 

0.96 1.00 0.84 1.00 0.84 0.93

0.84 0.88 0.72 0.83 0.81 0.82

入 学 定 員 充 足 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

総
合
型
選
抜

そ
の
他
の
特
別
選
抜

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数

入学者数
募集人数

募集人数

入学者数

入学者数
募集人数

入学者数
募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：医学部WEBオープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 296人 139人

★ うち受験対象者数(b) 296人 139人

うち受験者数(c) 156人 66人

うち入学者数(d) 29人 9人

（受験率 c/b） 52.7% 47.5%

（入学率 d/b） 9.8% 6.5%
★申込段階で学年を伺っていないため、参加者総数と受験対象者数が同数となっています。

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：医学部の進学相談会・入試説明会参加

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 126人 246人

うち受験対象者数(b) 123人 230人

うち受験者数(c) 80人 142人

うち入学者数(d) 8人 13人

（受験率 c/b） 65.0% 61.7%

（入学率 d/b） 6.5% 5.7%
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数を分析してください。

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：医学部高校訪問・オンライン高校教員向け説明会開催

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

★ 参加者等総数(a) 22人 38人

うち受験対象者数(b) 397人 429人

うち受験者数(c) 397人 429人

うち入学者数(d) 20人 29人

（受験率 c/b） 100% 100%

（入学率 d/b） 5% 7%

★参加者総数＝訪問・説明会参加の高校数に読み替えてください。

①取組概要
コロナ禍だったため、受験希望者を対象とした申込制のWEBオープンキャ
ンパスを実施し、本学の特色、教育制度、入試選抜概要、模擬講義、在学
生の話、施設紹介を配信した。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
過去2年とも参加者のうち約半数が受験し、うち入学率は約6～10％程度。入
学者のうち、埼玉県地域枠の入学者は2022年度入試で11名、2023年度入試で
2名、コロナ禍の明けた今年度は相当数の地域枠の確保が見込まれる。

①取組概要
受験希望者を対象とした外部主催の進学相談会、入試説明会に複数回参加
し、本学の特色、入試選抜概要を説明した。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
過去2年とも参加者のうち半数以上が受験し、うち約6％が入学している。
入学者のうち埼玉県地域枠の入学者は2022年度入試で3名、2023年度入試
で5名であった。2025年度入試でも同数以上の確保が見込まれる。

①取組概要
高校訪問（2021年2校2022年38校）とオンライン高校教員向け説明会（2021年20
校2022年未開催）を開催し、進路指導教員へ本学の特色、教育制度、入試選抜概
要を説明した。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
過去2年とも訪問校と説明会参加高校の出身者が多数受験し、うち約5～7％が入
学している。入学者のうち埼玉県地域枠の入学者は2022年度入試で5名、2023年
度入試で10名であった。2025年度入試でも同数以上の確保が見込まれる。
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